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トに使用して，記事要約頁を指示。ただ し初出 「文学界」 1940年9月を示す「4009
（田中英光）」の位個に掲出）に入って，1986年までの35年間に， 45万部を発売した
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の学院艇庫に合宿。 31年大学漕艇部に抜擢， 8月から翌年 6月まで向島地蔵坂早大
艇庫に合宿。荒）I, 江戸）I, 利根川，木更津，流山，潮来に遠漕。激しい練習に耐える。
9月のインターカレッジ・レースで商大を破り，全日本選手権を獲得。 32年早大政









ると，敏さんや，永井さんがいろいろ言ってくれたのを思い出します CP. 33) 
4009 C田中英光） ぽくの姓は坂本ですが， 7番の坂本さんと間違え易いので，体の
大きいぼくは，大坂（ダイハソ）と呼ばれていましたCP. 6) 20歳のぼくを坊主と
呼ぶのは，おかしいのですが，小さい時に父をなくした末っ子のぼくは，家族中で
可愛がられて，体こそ 6尺19貫もありましたが，まだほんとに子供でしたCP. 14) 
6504 C藤田 明） オリソビック選手結団式で英光を私に紹介したのは，同郷の池
田啓造君だった。 早稲田はヘビークルーで，猛者揃い。五番松浦選手の様に不敵な面
魂を揃えていた中に，英光君だけは初々しい幼な顔で，とくに印象に残ったCP. 7) 













樽中） 1. 71m 68kg, 3番酒井重夫（鳳鳴中）1. 76m 72kg, 4番田中英光（湘南中）1.80m 
70kg, 5番松浦説雄（広陵中）1. 77m 72kg, 6番西殿太郎（神戸ー中）1. 81m 73kg, 
7番田中節治（長生中）1. 74m 64kg, 盤調主将池田啓造（中海中）1. 70m 65kg, 舵手
佐野敏C沼津中）1. 64m 49. 5kgであった。漕艇の第1次予選は1932年8月10日， 1着イ
クリア， 2着イギリス， 3着日本6分43秒4(2艇身半）， 4着プラジル。翌11日の敗者復























6205 (東 俊郎） レースで，早大エイトの漕法に大きな欠陥があることが発見さ
れ，以後漕艇界では漕法論謡が盛んになった。その結果はペルリンオリソビックで，
東大によるピッチ漕法への転換となった。それは漕艇法の革命だった(p.147-148) 























































3209 C野口源二郎） 主将真保の第 4位は初陣としては立派であった。あの身体で
はまだまだ伸びそうに思われる。相良，広梱もよく跳んだが相手が強すぎたCP. 94) 












限り踏切りました。バーに触れたかと思いましたが，幸いセーフでした CP. 245) 
3405 C真保正子） 大洋丸での槍投げ練習は，不便な船中ながら，丁度捕鯨船の道具



































者である。 白秋は翌1905年 1月「早稲田学報」に，懸賞第 1位の詩「全都覚醒賦」
を残しており，英光は1939年 5月の同誌に「戦地だより」として「戦友の死臭の鼻
に残る夜は想ふことなぞおほくありける」（当館金子宏二課長教示）という一首を
残している。なお今回箪者は「オリンボスの果実」に関する批評記事30点余を調査
して， その目録と要約を「書誌調査1991」（私立大学図書館協会書誌調査研究分科
会）に掲載した。
（ふかい ひとし 和書デークペース化事業室）
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